巻頭言 by unknown
（1）
巻
頭
言
本
誌
を
以
て
「
学
苑
」
は
、
第
九
百
号
を
迎
え
る
。
昭
和
一
〇
年
二
月
一
日
発
行
の
「
学
苑
」
に
載
る
巻
頭
言
に
芭
蕉
の
こ
と
ば
を
載
せ
て
い
る
。
再
掲
す
る
（
斜
線
は
改
行
を
示
す
。）。
萬
代
不
易
あ
り
、
一
時
の
變
化
あ
り
。
こ
の
二
に
究
る
、
そ
の
本
一
な
り
。
そ
の
一
と
い
ふ
は
風
雅
の
誠
な
り
。
不
易
／
を
知
ら
ざ
れ
ば
實
に
知
る
に
あ
ら
ず
。
不
易
と
い
ふ
は
新
古
に
よ
ら
ず
、
變
化
流
行
に
も
か
ゝ
は
ら
ず
、
ま
こ
と
に
よ
く
／
立
ち
た
る
な
り
。
代
々
の
歌
人
の
歌
を
見
る
に
、
代
々
そ
の
變
化
あ
り
、
ま
た
新
古
に
も
わ
た
ら
ず
、
今
見
る
、
昔
／
見
し
に
か
は
ら
ず
あ
は
れ
な
る
歌
多
し
。
こ
れ
不
易
と
心
得
べ
し
。
ま
た
千
變
萬
化
す
る
も
の
は
自
然
の
理
な
り
。
變
化
／
に
う
つ
ら
ざ
れ
ば
風
あ
ら
た
ま
ら
ず
。
こ
ゝ
に
押
し
う
つ
ら
ず
と
い
ふ
は
、
一
端
流
行
に
口
質
時
を
え
た
る
ば
か
り
に
て
、
／
そ
の
誠
を
せ
め
ざ
る
故
な
り
。
せ
め
ず
、
心
を
こ
ら
さ
ゞ
る
も
の
誠
の
變
化
を
知
る
こ
と
な
し
。
た
ゞ
人
に
あ
や
か
り
て
／
行
く
の
み
也
。
せ
む
る
も
の
は
そ
の
地
に
足
を
居
が
た
く
、
一
自
然
に
す
ゝ
む
理
な
り
。
行
末
い
く
千
變
萬
化
す
る
／
と
も
、
假
に
も
古
人
の
涎
を
な
む
る
こ
と
な
し
。
四
時
の
押
し
う
つ
る
如
く
物
あ
ら
た
ま
る
、
み
な
斯
く
の
如
し
。（
芭
蕉
）
芭
蕉
門
下
の
服
部
土
芳
（
一
六
五
七
～
一
七
三
〇
）
の
著
わ
し
た
俳
論
書
『
三
冊
子
』
の
「
赤
雙
紙
」
冒
頭
に
載
る
不
易
と
変
化
の
論
で
あ
る
。
原
文
は
冒
頭
に
「
師
の
風
雅
に
、」
を
置
く
。「
知
る
に
あ
ら
ず
」
は
「
知
れ
る
に
あ
ら
ず
」、「
こ
れ
不
易
と
心
得
べ
し
」
は
「
是
ま
づ
不
易
と
心
得
べ
し
」
が
、
安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
土
芳
の
自
筆
原
本
を
写
し
た
玉
井
白
馬
本
を
原
本
と
も
対
校
し
た
と
い
う
石
馬
本
を
底
本
と
し
た
『
日
本
古
典
文
学
全
集
51連
歌
論
集
能
楽
論
集
俳
論
集
』
（
小
学
館
）
の
本
文
で
あ
る
。
不
易
流
行
す
な
わ
ち
「
新
し
み
を
求
め
て
た
え
ず
変
化
す
る
流
行
性
に
こ
そ
、
永
遠
に
変
わ
る
こ
と
の
な
い
不
易
の
本
質
が
あ
り
、
不
易
と
流
行
と
は
根
元
に
お
い
て
一
つ
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
風
雅
の
誠
に
根
ざ
す
も
の
だ
と
す
る
説
。
」
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
）
は
、
蕉
風
俳
論
の
重
要
理
念
で
あ
る
。
伝
統
を
固
定
化
せ
ず
、
新
し
さ
に
向
か
っ
て
流
行
変
化
す
る
工
夫
が
継
続
に
は
必
要
で
あ
る
。
「
学
苑
」
の
巻
頭
言
の
性
格
も
格
言
、
随
筆
、
時
事
感
想
な
ど
工
夫
を
加
え
て
多
様
化
し
つ
つ
継
続
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
「
学
苑
」
の
発
刊
が
着
実
に
継
続
さ
れ
、
さ
ら
に
充
実
し
た
学
術
雑
誌
と
し
て
い
ず
れ
千
号
に
至
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
（
齋
藤
彰
）
